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「
赤
い
皇
帝」
の
全
体
像
詳
細
に

一一一

『郵小平秘録』上・下議参 （扶桑社・各1785円）

る深
刻
な
矛
盾
で
あ
る 。

本書
は
「
産
経
新
聞」
紙上

で平
成
内
年
2

月
か
ら
今
年
2

月
ま
で
連
載さ
れ
た
「
郡
小
平

秘
録」
を
本
に
し
た
も
の
で
あ

る
が、
本
告
の
段
大
の
特
色

は、
都
小平
に
関
す
る
膨
大
な

資
料を
収
集し
駆
使し
て、
き

わ
め
て
実
証的
に
郡
小平
の
人

間像や
苦
悩、

さ
ら

に
は
毛
沢

東、
周
恩来、

耕彪、
華
国

鋒、
江
青
ら

「
四
人
組」、
胡

賦刻、
組
紫
陽、
江
沢
民
ら
中

中
国の
赤い
皇
帝
・
郡
小
平
国
共
産
党
首
脳
と
の
複
雑
な
政

を
語
る
こ
と
は、
今
日の
巨
大
治
的
・
人
間的
関
係
を
解き
ほ

な
問題
国家の
すべ
て

を論
ず
ぐし
て

い
る
こ
と
で
あ
る 。

る
に
等し
い
挑
戦
的
課題
だ
と

私
自
身
は
文
化
大
革
命
開
幕

い
え
よ
う 。
共同
通
信
社
そ
し
期の
1
9
6
6

年
秋、
孫
文生

て
産
経
新
聞
社
の
記
者
と
し
誕
百
周
年
記
念
大
会
で
周
恩
来

て、
文
化
大
革
命
で
打
倒
さ
れ
総
理が
「
毛
主
席
万
歳
！」

を

た
は
ずの
都
小
平
が
奇
跡
的
な
絶
叫
し
て
明
らか

に
壇
上
の
劉

復
活を
遂
げ、
再び
失墜
し
た
少
奇と
都
小
平港批判
し
た
と

1
9
76

年の
第
1
次
天
安
門
き
の
都
小
平の復讐心
に
満
ち

事
件
を
現
場
取
材し、
さ
ら

に
た
表
情が
今
でも
脳
裏
に
焼き

本
来は
改
革
派で
あ
る
は
ずの
つ
い
て

い
るが、
著
者
は
上
巻

都
小平が
強
権
を
発
動
し
て
民
で
は
天
安
門
事
件
r宵
巡
講

主
化
運
動
を
武
力
制
圧し
た
1

話、
文
化
大
革
命
と遡
り、
下

9
8
9

年
の
第
2次

天
安
門
事
巻
では
毛
沢
東
の
死
か
ら
最
近

件
を
目
撃し
て

い
る
著
者
は、

の
「
先
富論」
の
遺
産
ま
でを

郡
小
平
が
直
面
し
た
権
力
闘
丹念
に
分
析し
て

い
る 。

争、
改
革
・
開
放
の
総
設
計
師

本容の
刊
行
に
よっ
て、
産

と
し
て
の
全
体
像
を
詳
細
に
描
経
新
聞
社
は
1
9
7
0

年
代
に

い
て

い
る 。

『
蒋
介
石
秘
録』
全
日
巻
を、

郭
kJ
Fこ
コ
パ

てD著者D
1
9
9

0平苛こ
ま

智也草
壁

基
本
的
視
点
は、
「
経
済
に
関
受
賞
の
『
毛
沢
東
秘
録
（
上

し
て
は、

社
会主
義の
枠
を
突
下〉
』
を、
そ
し
て
今
ま
た

破
す
る
改
革
派
だっ
た
が、
政
『
郡
小
平
秘
録』

を
世
に
送
り

治
に
関し
て
は
確
固た
る
保
守
出
し
た
こ
と
に
なっ
た。

派だっ
た」
と

い
う
も
の
で
あ

。

る。
そ
し
て
こ
の
点こ
そ
が、

い
と
う・た
だ
し
産
経
新

部
小
平論
ぬ

も古今
回
性
で

あ1問中国
総
局長
差珊
説
委

員oil－－

り、
中
国
社
会が
当
面
し
て

い
昭
和
百
年、
埼
玉
県生
ま
れ 。

評・
中
嶋
嶺
雄

（
国
際
教
養
大
理
事長・学長〉

伊藤正著

「
江
戸
時

代
を
舞
台
に
し
た
人

情
も
の
時

代
小
説
と

い
う
と、
深

川
な
ど
江
戸
の
町を
舞
台
に
し
た

も
の
が
多

い。
で
も
地
方
に
も

さ

ま
ざ
ま
な立
場の
人が

い
て、
さ

ま
ざ
ま
な
暮らし
が
あ
る。
そ
ん

な、
あ
ま
り知
ら
れ
て

い
な

い、

地
方を
舞
台
に
し
た
人
情
味の
あ

る
時

代
小
説

を
普い
て
みた
かっ

た
ん
で
す」

『
遊
女
の
あ
と』
は、
徳
川
碍

府の
八

代
将
軍、
吉
宗の
時

代
を

描
く。
江
戸
の
御
家
人、
高
見
沢

鉄
太
郎
は
男
と
逃
げ
た
妻
を
追

い、
筑
前
（
今
の
福
岡
県〉
の
漁

師の
女
房、
こ
な
ぎ
は
謎
め

い
た

異人
を
助
け
る
た
め
に
夫の
家か

ら
逃
げ
出
し、
東
と
西
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
名
古屋

を
め
ざ
す。
名
古屋

に
た
ど
りつ

い
た
2

人
は
偶
然出

明
解
で
論
理
的
な

評・
藤
田
洋〈

演
劇
評論
家）

（角川学芸出版・1995円）

演
劇
に
構
成
が
あ
る
よ
う

に、
こ
の
本
に
も
構
成
が
あ

る 。
白
洲
正
子
か
ら
は
じ
ま

り、
最
後は
折口
信
夫 。
中
碍

風
に三
島
由
紀
夫
と
久
保
田
万

太
郎
と

い
う、
お
よ
そ
結
びつ

か
ない
2

人の
戯
曲を論
也、

そ
の
聞
に
演
劇
批
評やエ
ッ

セ

ー
を
挟
ん
でい
る 。

白
洲
の
本の
取
材
に
同
行
し

て、
そ
の
人
柄
に
直
接
ふ
れ
て

カ
ル
チャ
ー－

ショ
ッ
ク

を
受

け
た
「
旅
日
記」
が
興
味
ぷ
か

い。
著
者は、
こ
の
実
業
家
夫

人
で
能
に造
詣め
深

い、
す
ぐ

れ
た
文
章
家
に
慣れ、
その
生

き
方を
学
ぼ
う
と
し
て

い
る 。

久
保
田
万
太
郎
の
戯
曲を
評

し
た
石
川
淳の
「
東
京の
下
町

に
。

実
在の
原
型
は
あ
ゆえ
な

バシ0
2当人MV『浅草』1y一

書い
た
に
し
て
も、
今
は
も
と

よ
り、
そ
うい
う
浅
草
は
かつ

て
存
在し
な
かっ
た」
と

い
う

一
節
か
ら、
久
保
田
戯
曲の
反

リ
ア
リ

ズム
の
特
質を
引き
出

し
て

い
く。

l
号の

論
法

は1対
象者
分
析

し
て
3

点
と
か
4

点
と
か 、
盤

渡辺保著『舞台を観！る眼』

名
古
屋
舞
台
の
時
代
小
説

（新潮社・1995円）

会い、
引か
れ
合
うが、
質
素
倹

約を
柱と
す
る
緊
縮
政
策
で改
革

を
進
め
る
吉
宗
と、
芝
居
小屋
や

遊
郭

を
誘
致、
開
放
政
策
で名
古

屋
を
発
展さ
せ
よ
う
と
す
る
尾
張

徳
川
家の
当主 、
宗
春
と
の
反
目

に
端

を
発
す
る
塑府
と
尾
張
徳
川

家の
対立
に
巻き
込
ま
れ
る 。

鉄
太
郎
は
体
面

を
重
ん
じ
る
謹

ゆ め

『遊女のあと』

諸国玲子さん

著
者
に

1

m
m
出Cー
た
じ

厳実
直
な
直
参の
武
士
で、
な
ぜ

妻が
自
分の
も
と

を
去っ
た
の
か

理
解でき
ない。
こ
な
ぎ
も
故
郷

の
筑
前
では、
理
不
尽
な
夫
に
や

りき
れ
ない
思

い
を
抱き
なが
ら

も
従
う
し
か
な
かっ
た。
そ
ん
な

2
人が、
宗
春
の
閲
放
政
策
でに

ぎ
わ
う

名
古屋
で、
江
戸
や
筑
前

では
思

い
も
よ
ら
な

い
生
き
方

を
演
劇
批
評

然
と
形
を
と
と
の
え
て
喝
破し

て
み
せ
る 。
学生
時
代
に
加
藤

周一
の
『
政
治
と
文
学』
に
よ

っ
て
目

を
ひ
ら
か
さ
れ
た。

「
私は
芸
人が
名
人の
芸
を
盗

む
よ
う

に
加
藤
周一
の
文
章
の

芸
を
必
死
に
なっ
て
盗
ん
だ」

と
窃
く。

な
る
ほ
ど 。

論
理
と
は
そ
う

し
た
も
の
で、
さ
ま
ざ
ま
な
芸

能
は論
理の
剣
に
よっ
て

い
と

も
明
快
に
切
り
裂
か
れ
て

い

く。
だ
か
ら、
歌
舞
伎
ば
か
り

で
な
く、
近
代
劇
も、
ベ
ヲヤ

ール
も、
大
野一
雄
も
同

一
線

上
で
批
評でき
る
の
で
あ
る 。

自
制
正
子
か
ら
は
じ
まっ
た

エ
ッ

セ
ー

集は、
折口
信
夫が

ト
リ

に
な
る 白
折口
は、
六
代

田
菊五
郎
に
興
味

を
も
ち、
も

っ
と
も
愛し
て

い
た
と論
考
す

る 。
そ
し
て
著
者の
少
年
時
代

に働
た
「六
代
目の
芸
に
は
観

客
の
心
を斬
る
鋭
さ
が
あっ

た」
と
書き、
さ
ら

に
「
そ
こ

に
こ
そ六
代
田の
真
骨
頂が
あ

っ
て、
そ
れ
以
外の
ど
こ
に
も

な
かっ
た」
と
続
け
る 。

こ
れ
が
論
理
的
な
評
価
と

い

うの
だ
ろ
う 。

「
舞
台
の
実
相
に
迫
り
た

い」
と
す
る
著
者
の、

。
観

る。
姿
勢で
貫
か
れ
た一
冊 。

さころどころこ美食刀本験

が
挿入
さ
れ
て

い
る
の
が
う
ら

や
ま
し
く
もあ
り、
憎
らし
く

も
あ
る。

。

わた
なべ
・た
もつ
昭
和

け
年 、
東
京生
ま
れ 。
慶
応
大

弔1東軍
壱
経
廿
演
劇評
論

家。
『
女
形の
運
命』
な
ど。

し
て

い
る
人
々
に
出
会
う
こ
と

で、
し
だ
い
に
変わっ
て

い
く。

「
江
戸
時

代、
こ
れ
だ
け
立
場

の
違
う
2

人が
出
会い、
心

を
通

わ
せ
合
う
こ
と
は
本
来
な

い
は

ず。
だ
け
ど
死
罪
が一
切
行
わ
れ

な
かっ
た
な
ど、
リベ
ラ
ル
な
雰

囲
気
で
活
気の
あ
る

名
古屋
な
ら

こ
ん
なこ
と
も
あ
り
得た。

。
入

鉄
砲
と
出
女。
の
イ
メ
！

？
で
女

性の
旅
行
は
厳
し
く
規
制さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
て

い
る
け
れ
ど、。

当
時
の
資
料を
当
た
る
と、
伊
勢

詣
り
な
ど
女
性
も
活
発
に
移
動
し

て
い
た
こ
とが
わ
か
る。

歴
史
の

常
識
では
は
か
れ
ない、
江
戸
時

代のエ
ネル
ギ
ー

を
感
じ
取っ
て

も
ら

え
た
ら」

（
樽
井
千
春〉

。

も
ろ
た
・
れ
い
こ
昭
和
泊

年、
静
岡
県生
ま
れ 。
平
成
8

年

『
舷
惑』
で
デ
ビュ
ー 。

同
年、

『
其の一
日』
で
吉
川
英
治
文
学

新
人
賞。
円
年、
『
好
婦に
あ
ら

ず』
で
新
田
次
郎
文
学
賞。

評

（文芸春秋・よ2500円、 下2150円）
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